
レルヒ少佐を訪ねて 

 

この度、9 月上旬に本協会の藤島会長が私事旅行で新潟県上越市に設置されて

いる「日本スキー発祥記念館」に訪れた。以前から是非、一度は行ってみたかっ

た施設でもあり、改めて感激の時間を過ごすことができたとのことである。 

 

 本記念館は、明治 44 年(1911 年)1 月 12 日、オーストリア・ハンガリー帝国軍

人「テオドール・エドラー・フォン・レルヒ少佐(当時 42 歳)」が、新潟県上越

市において日本で初めてスキー指導を行ったことからレルヒ少佐の遺品などスキ

ーが伝わった当時の資料が展示されている。皆さんも一度訪れてみて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 なお、本記念館の前日には「越後三大花火」でもある三尺玉の発祥地として知

られる新潟県小谷市片貝町の”四尺玉花火”の打ち上げの見物(片貝まつり・浅

原神社秋季例大祭奉納大煙火)にも行って来たとのことである。世界最大とされ

る四尺玉をはじめ尺玉ばかりの大迫力の尺玉連発を堪能してきたとのこと・・・ 

 

ドーン!! 


